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No.200-2カタログ No.200-2カタログ

輸入品のため、製品改良などにより予告なく寸法や材料の仕様変更を行う場合があります。念のため、現品にてご確認ください。
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29475-36 902±13

29475-72 1816±13
29475-48 1207±13
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シャフト長さ

■別売品　連動シャフト

■部品セットのレール
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キャビネット奥行寸法
扉幅=660以下扉収納量 33
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■キャビネット、扉の取付加工図

輸入品のため、製品改良などにより予告なく寸法や材料の仕様変更を行う場合があります。念のため、現品にてご確認ください。

■部品の取付方法 (詳細は、製品に付属の取付説明書をご覧ください。）
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傾き調整ねじ
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　 キャビネットの仕様に合わせ加工した連動シャフトをギア、
固定ブロック、ブッシュなど指示通りに上下部分を間違えな
いよう、上向きに仮止めしてください。それぞれのねじで固
定し、キャップを取り付けてください。

図1固定キャップ
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レールへのギア取り付け（右図2参照）
　 レールブラケットを手前に引いておき、ロックのかかるとこ
ろまで移動させます。

　 連動シャフトのギアがラックケースのギアにしっかりと噛み
合っているか確認し、固定ブロックを付属ねじで固定します。

　 扉に取り付けたスライド丁番をキャビネット内側に取り付け
たレール上の座金にはめ込みます。

　 取り付けを容易にするためには、2個の丁番をいっしょに位置
決めをし、座金に平行にはめ込んでください。

　 扉をゆっくり開閉して、扉がきちんと取り付けられているか
試してください。

扉の吊り込み、扉の調整（右図3参照）

　丁番は3方向に調整が可能です。
　 傾き調整ねじは扉側の傾きを調整します。ねじはゆるく回る
範囲で調節してください。回し過ぎは破損の恐れがあります。

　 前後調整ねじは扉の前後調節をします。一度ねじをゆるめ、
位置が決まった状態で増し締めしてください。

　 上下調整ねじは扉の上下の隙間を調節します。一度ねじをゆ
るめ、位置が決まった状態で増し締めしてください。

連動シャフトとギアの取り付け（右図1参照）
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